
- 1 -

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
を
合
理
的
に
行
う
た
め
の
手
法
を
選
定
す
る
た
め
の
指
針
、
環

境
の
保
全
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
指
針
等
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

新
旧
対
照
条
文

○

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
を
合
理
的
に
行
う
た
め
の
手
法
を
選
定
す
る
た
め
の
指
針
、
環
境

の
保
全
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
指
針
等
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
六
十
一
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

現

行

（
計
画
段
階
配
慮
事
項
に
係
る
検
討
）

（
計
画
段
階
配
慮
事
項
に
係
る
検
討
）

第
二
条

第
一
種
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
法
第
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ

第
二
条

第
一
種
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
法
第
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
計
画
段
階
配
慮
事
項
の
選
定
並
び
に
当
該
計
画
段
階
配
慮
事
項
に
係
る
調
査

る
計
画
段
階
配
慮
事
項
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
に
関
す
る
指
針
に
つ
い

、
予
測
及
び
評
価
に
関
す
る
指
針
に
つ
い
て
は
、
次
条
か
ら
第
十
条
ま
で
に
定

て
は
、
次
条
か
ら
第
十
条
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
計
画
段
階
配
慮
事
項
の
検
討
に
係
る
事
業
特
性
及
び
地
域
特
性
の
把
握
）

（
計
画
段
階
配
慮
事
項
の
検
討
に
係
る
事
業
特
性
及
び
地
域
特
性
の
把
握
）

第
四
条

第
一
種
最
終
処
分
場
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
一
種
最
終

第
四
条

第
一
種
最
終
処
分
場
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
一
種
最
終

処
分
場
事
業
に
係
る
計
画
段
階
配
慮
事
項
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
に
当
た
っ

処
分
場
事
業
に
係
る
計
画
段
階
配
慮
事
項
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
に
当
た
っ

て
は
、
当
該
検
討
を
行
う
に
必
要
と
認
め
る
範
囲
内
で
、
当
該
検
討
に
影
響
を

て
は
、
当
該
検
討
を
行
う
に
必
要
と
認
め
る
範
囲
内
で
、
当
該
検
討
に
影
響
を

及
ぼ
す
第
一
種
最
終
処
分
場
事
業
の
内
容
（
以
下
こ
の
条
か
ら
第
十
条
ま
で
に

及
ぼ
す
第
一
種
最
終
処
分
場
事
業
の
内
容
（
以
下
こ
の
条
か
ら
第
十
条
ま
で
に

お
い
て
「
事
業
特
性
」
と
い
う
。
）
並
び
に
第
一
種
最
終
処
分
場
事
業
の
実
施

お
い
て
「
事
業
特
性
」
と
い
う
。
）
並
び
に
第
一
種
最
終
処
分
場
事
業
の
実
施

が
想
定
さ
れ
る
区
域
（
以
下
「
第
一
種
最
終
処
分
場
事
業
実
施
想
定
区
域
」
と

が
想
定
さ
れ
る
区
域
（
以
下
「
第
一
種
最
終
処
分
場
事
業
実
施
想
定
区
域
」
と

い
う
。
）
及
び
そ
の
周
囲
の
自
然
的
社
会
的
状
況
（
以
下
こ
の
条
か
ら
第
十
条

い
う
。
）
及
び
そ
の
周
囲
の
自
然
的
社
会
的
状
況
（
以
下
こ
の
条
か
ら
第
十
条

ま
で
に
お
い
て
「
地
域
特
性
」
と
い
う
。
）
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
情
報
を
把

ま
で
に
お
い
て
「
地
域
特
性
」
と
い
う
。
）
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
情
報
を
把

握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

地
域
特
性
に
関
す
る
情
報

二

地
域
特
性
に
関
す
る
情
報

イ

自
然
的
状
況

イ

自
然
的
状
況

⑴
～
⑹

（
略
）

⑴
～
⑹

（
略
）



- 2 -

⑺

一
般
環
境
中
の
放
射
性
物
質
の
状
況

［
新
設
］

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
計
画
段
階
配
慮
事
項
の
選
定
）

（
計
画
段
階
配
慮
事
項
の
選
定
）

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
検
討
は
、
次
に
掲
げ
る
環
境
要
素
を
、
法
令
等
に
よ
る

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
検
討
は
、
次
に
掲
げ
る
環
境
要
素
を
、
法
令
等
に
よ
る

規
制
又
は
目
標
の
有
無
並
び
に
環
境
に
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
影
響
の
重
大
性

規
制
又
は
目
標
の
有
無
並
び
に
環
境
に
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
影
響
の
重
大
性

を
考
慮
し
て
適
切
に
区
分
し
、
当
該
区
分
さ
れ
た
環
境
要
素
ご
と
に
行
う
も
の

を
考
慮
し
て
適
切
に
区
分
し
、
当
該
区
分
さ
れ
た
環
境
要
素
ご
と
に
行
う
も
の

と
す
る
。

と
す
る
。

一

環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予

一

環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予

測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
（
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の

測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
（
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
以

を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）

下
同
じ
。
）

イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

二

生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査

二

生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査

、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
（
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る

、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
（
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）

。
以
下
同
じ
。
）

イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

三

人
と
自
然
と
の
豊
か
な
触
れ
合
い
の
確
保
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び

三

人
と
自
然
と
の
豊
か
な
触
れ
合
い
の
確
保
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び

評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
（
次
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。

評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。

以
下
同
じ
。
）

）

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

四

環
境
へ
の
負
荷
の
量
の
程
度
に
よ
り
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要

四

環
境
へ
の
負
荷
の
量
の
程
度
に
よ
り
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要

素
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）

素

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

五

一
般
環
境
中
の
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ

［
新
設
］

き
環
境
要
素
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放
射
線
の
量

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

（
計
画
段
階
配
慮
事
項
の
検
討
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
）

（
計
画
段
階
配
慮
事
項
の
検
討
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
）

第
六
条

第
一
種
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
計
画
段
階
配
慮
事
項
の
検
討
に
係
る

第
六
条

第
一
種
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
計
画
段
階
配
慮
事
項
の
検
討
に
係
る

調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
は
、
第
一
種
最
終
処
分
場
事
業
を
実
施
し
よ
う

調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
は
、
第
一
種
最
終
処
分
場
事
業
を
実
施
し
よ
う

と
す
る
者
が
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
踏
ま
え
、
位
置
等
に
関
す
る
複
数
案
及
び

と
す
る
者
が
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
踏
ま
え
、
位
置
等
に
関
す
る
複
数
案
及
び

選
定
事
項
ご
と
に
、
次
条
か
ら
第
十
条
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
選
定
す

選
定
事
項
ご
と
に
、
次
条
か
ら
第
十
条
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
選
定
す

る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

七

前
条
第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
環
境
要
素
に
係
る
選
定
事
項
に
つ
い
て
は

［
新
設
］

、
放
射
線
の
量
の
変
化
を
把
握
で
き
る
こ
と
。

第
十
四
条

（
略
）

第
十
四
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る

４

第
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る

当
該
市
町
村
長
の
意
見
を
勘
案
す
る
と
と
も
に
、
第
一
項
の
一
般
の
意
見
の
概

当
該
市
町
村
長
の
意
見
を
勘
案
す
る
と
と
も
に
、
第
一
項
の
一
般
の
意
見
の
概

要
及
び
当
該
意
見
に
対
す
る
第
一
種
最
終
処
分
場
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る

要
及
び
当
該
意
見
に
対
す
る
第
一
種
最
終
処
分
場
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る

者
の
見
解
を
記
載
し
た
書
類
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
書
類
に
記
載
さ
れ
た
意

者
の
見
解
を
記
載
し
た
書
類
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
書
類
に
記
載
さ
れ
た
意

見
及
び
第
一
種
最
終
処
分
場
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
の
見
解
に
配
意
す

見
に
配
意
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

５
・
６

（
略
）

５
・
６

（
略
）

（
方
法
書
の
作
成
）

（
方
法
書
の
作
成
）

第
十
七
条

（
略
）

第
十
七
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
方
法
書
に
法
第
五
条
第
一
項
第

３

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
方
法
書
に
法
第
五
条
第
一
項
第

三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
入
手
可
能
な
最
新
の
文
献

三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
入
手
可
能
な
最
新
の
文
献
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そ
の
他
の
資
料
に
よ
り
把
握
し
た
結
果
（
当
該
資
料
の
出
典
を
含
む
。
）
を
第

そ
の
他
の
資
料
に
よ
り
把
握
し
た
結
果
（
当
該
資
料
の
出
典
を
含
む
。
）
を
第

四
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
区
分
に
応
じ
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら

五
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
区
分
に
応
じ
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

な
い
。

４

（
略
）

４

（
略
）

５

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
方
法
書
に
法
第
五
条
第
一
項
第

５

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
方
法
書
に
法
第
五
条
第
一
項
第

七
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
環
境
影
響
評
価
の
項

四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
環
境
影
響
評
価
の
項

目
並
び
に
調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
を
選
定
し
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
な

目
並
び
に
調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
を
選
定
し
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び

に
調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
の
選
定
に
当
た
っ
て
、
専
門
家
等
の
助
言
を

に
調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
の
選
定
に
当
た
っ
て
、
専
門
家
等
の
助
言
を

受
け
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
及
び
当
該
専
門
家
等
の
専
門
分
野
を
併
せ
て
明
ら

受
け
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
及
び
当
該
専
門
家
等
の
専
門
分
野
を
併
せ
て
明
ら

か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
当
該
専
門
家
等
の
所
属
機
関
の
種
別
に

か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
当
該
専
門
家
等
の
所
属
機
関
の
種
別
に

つ
い
て
も
明
ら
か
に
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

つ
い
て
も
明
ら
か
に
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

６

（
略
）

６

（
略
）

（
環
境
影
響
評
価
の
項
目
等
に
関
す
る
指
針
）

（
環
境
影
響
評
価
の
項
目
等
に
関
す
る
指
針
）

第
十
九
条

対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
法
第
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る

第
十
九
条

対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
法
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
を
合

環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
を
合

理
的
に
行
う
た
め
の
手
法
を
選
定
す
る
た
め
の
指
針
に
つ
い
て
は
、
次
条
か
ら

理
的
に
行
う
た
め
の
手
法
を
選
定
す
る
た
め
の
指
針
に
つ
い
て
は
、
次
条
か
ら

第
二
十
七
条
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
二
十
七
条
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
環
境
影
響
評
価
項
目
等
の
選
定
に
係
る
事
業
特
性
及
び
地
域
特
性
の
把
握
）

（
環
境
影
響
評
価
項
目
等
の
選
定
に
係
る
事
業
特
性
及
び
地
域
特
性
の
把
握
）

第
二
十
条

第
四
条
の
規
定
は
、
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
対
象
最
終

第
二
十
条

第
四
条
の
規
定
は
、
法
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
対
象
最
終

処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係
る
調
査
、
予

処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係
る
調
査
、
予

測
及
び
評
価
の
手
法
の
選
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

測
及
び
評
価
の
手
法
の
選
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

条
中
「
第
一
種
最
終
処
分
場
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「

条
中
「
第
一
種
最
終
処
分
場
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「

事
業
者
」
と
、
第
四
条
第
一
項
中
「
、
当
該
検
討
を
」
と
あ
る
の
は
「
、
計
画

事
業
者
」
と
、
第
四
条
第
一
項
中
「
、
当
該
検
討
を
」
と
あ
る
の
は
「
、
計
画

段
階
配
慮
事
項
の
検
討
の
経
緯
等
に
つ
い
て
整
理
し
た
上
で
、
当
該
選
定
を
」

段
階
配
慮
事
項
の
検
討
の
経
緯
等
に
つ
い
て
整
理
し
た
上
で
、
当
該
選
定
を
」

と
、
「
当
該
検
討
に
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
選
定
に
」
と
、
「
第
一
種
最
終
処

と
、
「
当
該
検
討
に
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
選
定
に
」
と
、
「
第
一
種
最
終
処
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分
場
事
業
の
」
と
あ
る
の
は
「
対
象
最
終
処
分
場
事
業
の
」
と
、
「
こ
の
条
か

分
場
事
業
の
」
と
あ
る
の
は
「
対
象
最
終
処
分
場
事
業
の
」
と
、
「
こ
の
条
か

ら
第
十
条
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
条
、
第
二
十
一
条
か
ら
第
二
十
四
条
ま

ら
第
十
条
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
条
、
第
二
十
一
条
か
ら
第
二
十
四
条
ま

で
、
第
二
十
五
条
第
一
項
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第

で
、
第
二
十
五
条
第
一
項
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第

八
条
第
三
項
及
び
第
三
十
二
条
」
と
、
「
第
一
種
最
終
処
分
場
事
業
の
実
施
が

八
条
第
三
項
及
び
第
三
十
二
条
」
と
、
「
第
一
種
最
終
処
分
場
事
業
の
実
施
が

想
定
さ
れ
る
区
域
（
以
下
「
第
一
種
最
終
処
分
場
事
業
実
施
想
定
区
域
」
と
い

想
定
さ
れ
る
区
域
（
以
下
「
第
一
種
最
終
処
分
場
事
業
実
施
想
定
区
域
」
と
い

う
。
）
と
あ
る
の
は
「
対
象
最
終
処
分
場
事
業
実
施
区
域
」
と
、
「
第
一
種
最

う
。
）
と
あ
る
の
は
「
対
象
最
終
処
分
場
事
業
実
施
区
域
」
と
、
「
第
一
種
最

終
処
分
場
事
業
に
」
と
あ
る
の
は
「
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
」
と
、
同
条
第

終
処
分
場
事
業
に
」
と
あ
る
の
は
「
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
」
と
、
同
条
第

二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

前
項
」
と
、
「
整
理
す
る
も
の
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
整
理
す
る
と
と
も

前
項
」
と
、
「
整
理
す
る
も
の
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
整
理
す
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
範
囲

に
、
必
要
に
応
じ
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
範
囲

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
を
管
轄
す
る
地
方
公
共
団
体
（
以
下
こ
の
条
及
び

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
を
管
轄
す
る
地
方
公
共
団
体
（
以
下
こ
の
条
及
び

第
二
十
一
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
に
お
い
て
「
関
係
地
方
公
共
団
体
」
と
い

第
二
十
一
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
に
お
い
て
「
関
係
地
方
公
共
団
体
」
と
い

う
。
）
、
専
門
家
そ
の
他
の
当
該
情
報
に
関
す
る
知
見
を
有
す
る
者
か
ら
そ
の

う
。
）
、
専
門
家
そ
の
他
の
当
該
情
報
に
関
す
る
知
見
を
有
す
る
者
か
ら
そ
の

知
見
を
聴
取
し
、
又
は
現
地
の
状
況
を
確
認
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
」

知
見
を
聴
取
し
、
又
は
現
地
の
状
況
を
確
認
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
環
境
影
響
評
価
の
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
）

（
環
境
影
響
評
価
の
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
）

第
二
十
二
条

対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
調
査
、
予
測
及

第
二
十
二
条

対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
調
査
、
予
測
及

び
評
価
の
手
法
は
、
事
業
者
が
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
踏
ま
え
、
選
定
項
目
ご

び
評
価
の
手
法
は
、
事
業
者
が
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
踏
ま
え
、
選
定
項
目
ご

と
に
次
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
選
定
す
る
も
の
と

と
に
次
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
選
定
す
る
も
の
と

す
る
。

す
る
。

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

七

前
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
条
第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
環
境

［
新
設
］

要
素
に
係
る
選
定
項
目
に
つ
い
て
は
、
放
射
線
の
量
の
変
化
を
把
握
で
き
る

こ
と
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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（
準
備
書
の
作
成
）

（
準
備
書
の
作
成
）

第
三
十
三
条

（
略
）

第
三
十
三
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
準
備
書
に
法
第
十
四
条
第
一
項

４

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
準
備
書
に
法
第
二
十
九
条
第
一

第
七
号
ロ
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
第
二
十
九
条
の
規
定

項
第
七
号
ロ
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
第
二
十
九
条
の
定

に
よ
る
検
討
の
状
況
、
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
る
検
証
の
結
果
、
第
三
十
一
条
第

に
よ
る
検
討
の
状
況
、
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
る
検
証
の
結
果
、
第
三
十
一
条

一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
具
体
的
な
内
容
を
記

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
具
体
的
な
内
容

載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
・
６

（
略
）

５
・
６

（
略
）

別
表
第
一

参
考
項
目
（
第
二
十
一
条
関
係
）

別
表
第
一

参
考
項
目
（
第
二
十
一
条
関
係
）

（
別
紙
参
照
）

（
別
紙
参
照
）

別
表
第
二

参
考
手
法
（
第
二
十
三
条
関
係
）

別
表
第
二

参
考
手
法
（
第
二
十
三
条
関
係
）

参
考
項
目

参
考
手
法

参
考
項
目

参
考
手
法

環
境

影
響
要
因

調
査
の
手
法

予
測
の
手
法

環
境

影
響
要
因

調
査
の
手
法

予
測
の
手
法

要
素

の
区
分

要
素

の
区
分

の
区

の
区

分

分

窒
素

（
略
）

（
略
）

（
略
）

窒
素

（
略
）

（
略
）

（
略
）

酸
化

酸
化

物
～

物
～

二
酸

二
酸

化
炭

化
炭

素

素

放
射

建
設
機
械

一

調
査
す
べ
き
情
報

一

予
測
の
基
本
的
な

線
の

の
稼
働
（

イ

放
射
線
の
量
の
状

手
法

量
（

陸
上
埋
立

況

事
例
の
引
用
又
は

粉
じ

）

ロ

粉
じ
ん
等
の
状
況

解
析
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ん
等

建
設
機
械

ハ

気
象
の
状
況

二

予
測
地
域

の
発

及
び
作
業

二

調
査
の
基
本
的
な
手

調
査
地
域
の
う
ち

生
に

船
の
稼
働

法

、
粉
じ
ん
等
の
拡
散

伴
う

（
水
面
埋

文
献
そ
の
他
の
資
料

の
特
性
を
踏
ま
え
て

も
の

立
）

及
び
現
地
調
査
に
よ
る

放
射
線
に
係
る
環
境

）

資
材
、
機

情
報
の
収
集
並
び
に
当

影
響
を
受
け
る
お
そ

械
及
び
建

該
情
報
の
整
理
及
び
解

れ
が
あ
る
地
域

設
工
事
に

析

三

予
測
地
点

伴
う
副
産

三

調
査
地
域

粉
じ
ん
等
の
拡
散

物
の
運
搬

粉
じ
ん
等
の
拡
散
の

の
特
性
を
踏
ま
え
て

に
用
い
る

特
性
を
踏
ま
え
て
放
射

予
測
地
域
に
お
け
る

車
両
の
運

線
に
係
る
環
境
影
響
を

放
射
線
に
係
る
環
境

行

受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る

影
響
を
的
確
に
把
握

埋
立
・
覆

地
域

で
き
る
地
点

土
用
機
械

四

調
査
地
点

四

予
測
対
象
時
期
等

の
稼
働
（

粉
じ
ん
等
の
拡
散
の

放
射
線
に
係
る
環

陸
上
埋
立

特
性
を
踏
ま
え
て
調
査

境
影
響
が
最
大
に
な

）

地
域
に
お
け
る
放
射
線

る
時
期

埋
立
・
覆

に
係
る
環
境
影
響
を
予

土
用
機
械

測
し
、
及
び
評
価
す
る

の
稼
働
（

た
め
に
必
要
な
情
報
を

水
面
埋
立

適
切
か
つ
効
果
的
に
把

）

握
で
き
る
地
点

廃
棄
物
及

五

調
査
期
間
等

び
覆
土
材

粉
じ
ん
等
の
拡
散
の

の
運
搬
に

特
性
を
踏
ま
え
て
調
査

用
い
る
車

地
域
に
お
け
る
放
射
線

両
の
運
行

に
係
る
環
境
影
響
を
予
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測
し
、
及
び
評
価
す
る

た
め
に
必
要
な
情
報
適

切
か
つ
効
果
的
に
把
握

で
き
る
期
間
、
時
期
及

び
時
間
帯

放
射

造
成
等
の

一

調
査
す
べ
き
情
報

一

予
測
の
基
本
的
な

線
の

施
工
（
陸

イ

放
射
線
の
量
の
状

手
法

量
（

上
埋
立
）

況

事
例
の
引
用
又
は

水
の

護
岸
等
の

ロ

濁
度
又
は
浮
遊
物

解
析

濁
り

施
工
（
水

質
量
の
状
況
（
河
川

二

予
測
地
域

の
発

面
埋
立
）

に
あ
っ
て
は
、
そ
の

調
査
地
域
の
う
ち

生
に

調
査
時
に
お
け
る
流

、
水
域
の
特
性
及
び

伴
う

量
の
状
況
を
含
む
。

水
の
濁
り
の
変
化
の

も
の

）

特
性
を
踏
ま
え
て
放

）

ハ

流
れ
の
状
況

射
線
に
係
る
環
境
影

ニ

土
質
の
状
況

響
を
受
け
る
お
そ
れ

二

調
査
の
基
本
的
な
手

が
あ
る
地
域

法

三

予
測
地
点

文
献
そ
の
他
の
資
料

水
域
の
特
性
及
び

及
び
現
地
調
査
に
よ
る

水
の
濁
り
の
変
化
の

情
報
（
浮
遊
物
質
量
の

特
性
を
踏
ま
え
て
予

状
況
に
つ
い
て
は
、
水

測
地
域
に
お
け
る
放

質
汚
濁
に
係
る
環
境
基

射
線
に
係
る
環
境
影

準
に
定
め
る
浮
遊
物
質

響
を
的
確
に
把
握
で

量
の
測
定
の
方
法
に
よ

き
る
地
点

る
情
報
）
の
収
集
並
び

四

予
測
対
象
時
期
等

に
当
該
情
報
の
整
理
及

放
射
線
に
係
る
環

び
解
析

境
影
響
が
最
大
に
な
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三

調
査
地
域

る
時
期
及
び
事
業
活

水
域
の
特
性
及
び
水

動
が
定
常
状
態
に
な

の
濁
り
の
変
化
の
特
性

る
時
期

を
踏
ま
え
て
放
射
線
に

係
る
環
境
影
響
を
受
け

る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

四

調
査
地
点

水
域
の
特
性
及
び
水

の
濁
り
の
変
化
の
特
性

を
踏
ま
え
て
調
査
地
域

に
お
け
る
放
射
線
に
係

る
環
境
影
響
を
予
測
し

、
及
び
評
価
す
る
た
め

に
必
要
な
情
報
を
適
切

か
つ
効
果
的
に
把
握
で

き
る
地
点

五

調
査
期
間
等

水
域
の
特
性
及
び
水

の
濁
り
の
変
化
の
特
性

を
踏
ま
え
て
調
査
地
域

に
お
け
る
放
射
線
に
係

る
環
境
影
響
を
予
測
し

、
及
び
評
価
す
る
た
め

に
必
要
な
情
報
を
適
切

か
つ
効
果
的
に
把
握
で

き
る
期
間
及
び
時
期

放
射

造
成
等
の

一

調
査
す
べ
き
情
報

一

予
測
の
基
本
的
な

線
の

施
工
（
陸

イ

地
形
の
状
況

手
法
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量
（

上
埋
立
）

ロ

土
地
利
用
の
状
況

建
設
工
事
に
伴
う

建
設

護
岸
等
の

ハ

廃
棄
物
に
つ
い
て

放
射
性
物
質
を
含
む

工
事

施
工
（
水

は
、
そ
の
種
類
ご
と

副
産
物
の
種
類
ご
と

に
伴

面
埋
立
）

の
再
資
源
化
施
設
、

の
発
生
及
び
処
分
の

う
副

中
間
処
理
施
設
及
び

状
況
の
把
握

産
物

最
終
処
分
場
に
お
け

二

予
測
地
域

に
係

る
処
分
の
状
況

対
象
最
終
処
分
場

る
も

ニ

切
土
又
は
盛
土
に

事
業
実
施
区
域
及
び

の
）

伴
う
土
砂
の
保
管
状

前
号
に
お
け
る
把
握

況

を
適
切
に
行
う
た
め

二

調
査
地
域

に
必
要
な
地
域

対
象
最
終
処
分
場
事

三

予
測
対
象
時
期
等

業
実
施
区
域
並
び
に
前

工
事
期
間

号
ハ
及
び
ニ
の
情
報
を

適
切
に
把
握
す
る
た
め

に
必
要
な
地
域

備
考

備
考

一
～
九

（
略
）

一
～
九

（
略
）

十

こ
の
表
に
お
い
て
「
放
射
線
の
量
」
と
は
、
空
間
線
量
率
等
に
よ

［
新
設
］

っ
て
把
握
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。


